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棚底地区振興会

国勢調査人口（昭和３０年～平成２７年） 
   西暦   和暦       人口     減少 

 １９５５年（昭和３０年）  ７，８８８ 

 １９６０年（昭和３５年）  ７，１９１人  （６９７人） 

 １９６５年（昭和４０年）  ６，２１９人  （９７２人） 

 １９７０年（昭和４５年）  ５，５２４人  （６９５人） 

 １９７５年（昭和５０年）  ５，１０２人  （４２２人） 

 １９８０年（昭和５５年）  ４，８０７人  （２９５人） 

 １９８５年（昭和６０年）  ４，６９４人  （１１３人） 

 １９９０年（平成 ２年）  ４，４５０人  （２４４人） 

 １９９５年（平成 ７年）  ４，１７２人  （２７８人） 

 ２０００年（平成１２年）  ３，８６１人  （３１１人） 

 ２００５年（平成１７年）  ３，４９３人  （３６８人） 

 ２０１０年（平成２２年）  ３，０８５人  （４０８人） 

 ２０１５年（平成２７年）  ２，８１２人  （２７３人） 
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  日本の宝島“天草”づくり講演会が、２月２６日（日）
新和町民センターに中村市長ご来賓の下、天草市内５
１振興会の役員や市職員など１５０人以上が参加して
開催された。 
 講師は、広島県安芸高田市の川根振興協議会長 
辻駒 健二氏で『住民自らが自営するまち』という演題
で講演をされた。 
 川根地区は、平成２８年３月末の人口が４５９人（２１
９世帯）、高齢率４５、７５％と非常に過疎化の進んでい
る小さな地域である。その中で、辻駒氏は、平成４年か
ら川根振興協議会の会長として「誇り」と「夢」の持てる
地域づくりを目指して取り組んでこられた。 
 「廃校になった中学校の跡地活用」「ホタルまつりを
開催」「一人一日一円募金を展開し、財源で一人暮らし
高齢者の訪問活動を実践する」「ＪＡ農協の撤退でガソ
リンスタンが廃止になったのを住民出資により運営」
「地域住民の生活実態に合わせた“かわねもやい便”
の運行」「お好み住宅」などなど。 
 これらを通じて「自分一人で生きているのではない、
地域の中で生かされている」「自分たちのまちは自分
たちで守る」ということの大切さを話された。 
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川根振興協議会長 

「誇り」と「夢」の持てる地域づくりに向けて熱く講演さ

れる辻駒氏＝新和町民センター  
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　人口動静

棚底地区振興会　　会報№１３５（２９、３、１）

棚　底

２月末 １月末

710（-6）

世　帯　数 人　　口

1,120（-5）

主な行事予定 

       ３月１８日（土）苓陽幼稚園卒園式                ３月２４日（金）倉岳小学校卒業式        ３月２５日（土）倉岳保育園卒園式         ３月２８日（火）小・中・高校退任式   

  棚底探検ウォーク                   ４月２３日（日）実施    

 平成２９年４月から「市政だより天草」の発行回数が毎
月１回に変更される関係で配布物の持ち込みも下旬に統
一されました。それに伴い、振興会だより『アイラトビカズ
ラ』も次号から１日号に合わせて発行することに致しまし
た。大変申し訳ありませんがご理解とご協力の程よろしく
お願い致します。 
 また、「今月の人口」欄は、毎月５日ごろ発表される最
新情報を待って掲載しますので、４月からはひと月遅れ
の人口動静となります。引き続き町内の人口推移に関心
をもって見ていただきたいと思います。 
  

 去る、１月３０日の熊日新聞１面トップに、昨
年の地震発生後、ふるさと納税額が急増「熊
本県が全国１位」と掲載されていました。住民
のみなさんも地方を応援する仕組みとして創生
された「ふるさと納税」をご存じかと思います。
棚底地区振興会も既に数名の方からご寄附を
いただいているところです。 
 しかしながら、他振興会に比べればまだまだ
ＰＲが足らないのか十分浸透してないのが実
情です。「ふるさと納税制度」を活用すると色々
な利点もあります。 
 これを機会に天草市外に居住の親族、友人、
知人などに「ふるさと納税制度」の活用を促し、
棚底地域のまちづくりに貢献して頂くよう周知
宣伝方よろしくお願い致します。 

 個人が２，０００円を超える寄附をしたときに、その超える部

分について、所得税や住民税から税の控除ができる。 

 天草市では、寄附金の使い道として５つのメニューから選

択できる。（地域コミュニティづくりなど） 

 住所が市外で１万円以上のご寄附をいただいた方に、お

礼として天草市の特産品などがもらえる。 

 寄附をする地方自治体は、生まれ故郷でなくても構わない。 

棚底城跡現地説明会 

 ３月４日（土）午後１時３０分から国指定史跡 
棚底城跡第４次発掘調査の説明会が現地で行
われた。現在、市文化課では適切な史跡整備
と活用を図るため、史跡棚底城跡整備基本計
画を策定中である。中でも、棚底城跡の本丸に
あたるⅠ郭は、城主の館があった最も重要な
曲輪で、その西側の高まりは、これまで謎に包
まれていた。 
 今回は、その発掘現場を中心に市文化課中
山主査の説明で見学した。また、棚底城をめ
ぐっての権力争い、東南アジア諸国との交流、
生活状況なども併せて解説いただき、有意義
な一日となった。 
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ふるさと納税！ 

Ⅰ郭西側の高まり 中山主査の説明を聴く参加者ら 


